
フーゴー・ヴォルフ                          

（Hugo Wolf, 1860–1903）は、19 世紀後半のオーストリアの作曲家であり、特に歌曲

の分野で卓越した業績を残しました。彼は、詩の内容と音楽の緊密な結びつきを 

追求し、詩の感情や言葉の細やかなニュアンスを音楽に反映させることで知られて

います。ヴォルフは特にドイツ・リートの巨匠とされており、様々な詩人の詩に基づいた

歌曲を作曲しています。 

「ゲーテの詩による歌曲集」                            

ヴォルフはゲーテの詩に強い共感を抱き、「ゲーテの詩による歌曲集」で詩と音楽の

高度な融合を実現しています。代表的な歌曲は次の通りです。 

• 「野ばら」 (Heidenröslein) 

この歌曲は、ゲーテの有名な詩「野ばら」に基づいており、自然の美しさ

と恋愛の儚さを象徴しています。シンプルながらも感情の揺れが音楽に

反映されています。 

• 「ウィルヘルム・マイスター」 (Wilhelm Meister) 

ゲーテの小説「ウィルヘルム・マイスターの修業時代」からインスピレーショ

ンを得た歌曲で、登場人物の内面的な葛藤や成長が音楽に表現され

ています。 

 「メーリケの詩による歌曲集」                           

エドゥアルト・メーリケ（Eduard Mörike）の詩に基づいたこの歌曲集は、ヴォルフの代

表作の一つです。メーリケの詩は自然や愛、宗教、死など様々なテーマを扱って

おり、それに応じてヴォルフの音楽も非常に多彩です。 

• 「エルベ王」 (Der König bei der Elbe) 

この曲はメーリケの幻想的な詩に基づいており、雄大な自然の風景と王

の孤独感を描きます。音楽はダイナミックで、詩のドラマ性を引き立てて

います。 



• 「眠れ、わが子よ」 (Schlafendes Jesuskind) 

この曲は、キリストの幼少期を描いた詩で、母が子供を寝かしつける優し

さと愛情が表現されています。静かで安らかな音楽が特徴です。 

「アイヒェンドルフの詩による歌曲集」                        

ヨーゼフ・フォン・アイヒェンドルフ（Joseph von Eichendorff）の詩に基づくこの歌曲

集では、アイヒェンドルフの持つロマンティックな自然観や旅のモチーフが音楽

に表現されています。 

• 「夕べ」 (Abend) 

夕暮れの美しさと一日の終わりを歌った詩に基づくこの歌曲は、静謐で

感傷的なムードが音楽に反映され、日常の中にある詩的な瞬間が際

立ちます。 

• 「春に」 (Im Frühling) 

春の到来を喜ぶ詩で、明るく軽やかな音楽が特徴です。自然の再生

や喜びを感じさせる音楽は、詩と密接に結びついています。 

「スペイン歌曲集」                                  

スペインの詩に基づいた「スペイン歌曲集」では、異国情緒あふれるメロディー

やリズムが特徴です。 

• 「もうすぐお前の両親が」 (Bald ist dein Elternhaus) 

この曲は、恋愛の悲しみと別れをテーマにしており、スペイン風の情熱的

な音楽と共に心の痛みが表現されています。 

• 「痛ましい愛」 (Mühseliges Lieben) 

愛の苦悩を歌ったこの歌曲は、感情的な緊張感と儚さが音楽に現れて

おり、リズムと和声の変化がその心情を強調しています。 



「イタリア歌曲集」                                  

「イタリア歌曲集」は、イタリアの恋愛詩に基づいた作品群で、ヴォルフがイタリア

の文化や詩に感銘を受けたことが反映されています。 

• 「私の愛する人が私のものならば」 (Wenn du mich mit deinen Augen) 

恋愛の喜びや情熱を歌った詩で、軽快なリズムと明るいメロディーが特

徴です。ヴォルフの音楽の中でも特に魅力的な作品の一つです。 

• 「もうすぐお前の両親が」 (Bald ist dein Elternhaus) 

恋愛の切なさと別れの哀愁を感じさせるこの曲は、情感豊かに歌われる

べき作品です。和声の移り変わりと、メロディの変化が詩の内容を強く反

映しています。 

「ケラーの詩による歌曲集」                             

ゴットフリート・ケラー（Gottfried Keller）の詩に基づく歌曲も、ヴォルフの重要な作

品群です。ケラーの詩の哲学的な深さや自然観が音楽に反映されています。 

• 「水辺で」 (Am Wasser) 

静かに流れる川辺の風景を描いた詩に基づくこの歌曲は、穏やかな音

楽が特徴で、リズムの動きが水の流れを連想させます。 

• 「別れのとき」 (Abschied) 

恋人との別れをテーマにしたこの曲は、ヴォルフ独特の感情的な深みが

感じられる作品で、別れの切なさが音楽に色濃く表れています。 

「ミケランジェロの詩による歌曲集」                         

ミケランジェロの詩を題材にしたこの歌曲集は、ヴォルフの最後の創作活動の

一つであり、彼の成熟した音楽性が感じられる作品です。 

• 「魂の苦しみ」 (Seelenleiden) 



ミケランジェロの深遠な詩に基づいたこの歌曲は、内面的な苦悩と葛藤

を描写しています。音楽は重々しく、和声の変化が感情の波を反映して

います。 

ヴォルフの歌曲は、詩の内容に忠実でありながらも、詩の中に潜む感情やイメージを音

楽で豊かに表現しています。彼の作品は演奏者に高い解釈力と技術を要求し、詩と音

楽の融合を追求した精緻な音楽性が特徴です。 
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